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167
み ん な 　 笑 顔 で 　 あ っ た か す

6月定例会号平成29年

～町民の皆さんと議会をつなぐ議会報を目指して～

第２回定例会 ２

４名が一般質問 ４

全道町村議会　議員研修会 ８

意見書提出ほか

日下議員・片山議員・青野議員・大石議員

臨時会／議会のうごき

たかす議会だより

（町花「マリーゴールド」の和名）

夏、真っ盛り♪　円山幼稚園でアクアリズム体験会がありました。（７月12日・Ｂ＆Ｇ海洋センター）

題字　宮島歩美

No.

2017年８月７日　発行

事業の成果をこの目で確認！ ９

アンケートにご協力ください！ 10

地域を語ろう会　８月開催予定 11

町内所管事務調査

定数等に関するアンケートを実施します

モニターの皆さんの声ほか
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報　

告

補
正
予
算

条　

例

一　　　般

介 護 保 険

総 務 費
民 生 費
農 林 費
土 木 費
教 育 費

ふるさと鷹栖活動推進事業ほか 
サンホールはぴねす運営事業ほか 
新規就農者・農業後継者確保対策事業ほか 
パレットヒルズ整備事業 
小学校備品整備事業ほか 

2685万2000円
55万6000円

90万円
508万6000円
1140万円
891万円

416万4000円

55億4088万8000円 55億6774万円

7億7707万7000円 7億8124万1000円

内　
　
　

訳

補正額 補正前の額 補正後の額

■
平
成
28
年
度
鷹
栖
町
土
地
開

発
公
社
事
業
及
び
収
支
決
算

並
び
に
平
成
29
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算

　
■
平
成
28
年
度
鷹
栖
町
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　

平
成
28
年
度
予
算
の
う
ち
、

次
年
度
に
繰
越
し
た
事
業
（
４

件
総
額
３
７
７
９
万
９
千
円
）

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
図

書
購
入
費
を
追
加

●
防
犯
活
動
用
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

購
入
費
用
を
追
加

●
サ
ン
ホ
ー
ル
は
ぴ
ね
す
の

プ
ー
ル
設
備
の
補
修
・
修
繕
費

用
の
追
加

●
国
及
び
北
海
道
の
保
育
料
軽

減
策
に
よ
る
財
源
の
組
替

●
農
業
後
継
者
、
法
人
研
修
等

の
対
象
者
の
増
加
に
よ
る
追
加

●
パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
と
丸
山
句

碑
の
森
の
整
備
事
業
を
実
施
す

る
団
体
に
対
す
る
支
援
の
追
加

●
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
整
備
事
業
費

を
追
加

●
寄
付
金
を
活
用
し
鷹
栖
小
学

校
の
放
送
機
材
購
入
費
用
を
追

加

●
寄
付
金
を
活
用
し
中
学
校
の

図
書
購
入
費
を
追
加

●
新
た
な
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

の
立
ち
上
げ
支
援
数
の
増
加
に

よ
る
補
助
金
の
追
加

●
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

総
合
運
動
公
園
の
照
明
灯
改
修

費
用
を
追
加

条
例
の
改
正
等

■
鷹
栖
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
育
児
休
業
期
間
の
延
長

規
定
に
つ
い
て
条
例
整
備
を
し

ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
公
布
に
よ
る
条

例
整
備
を
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課

税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
公
布
に
よ
る
、
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
対
象
事
業
の
見

直
し
に
よ
る
条
例
整
備
を
し
ま

し
た
。

第２回

定例会
6月19～20日

　第２回定例会では、議長の行
動報告と町長の主要な動静につ
いて報告を受けた後、４名の一
般質問（４～７ページ）を行い
町長の考えをただしました。
　議事は、条例改正、補正予算
などを審議し、原案のとおり可
決しました。
　また、14件の人事案件につ
いて同意しました。
　議会から１件の意見書を各関
係機関に提出しました。

の法整備の充実を求める意見書」
を提出



たかす議会だより　　　　　　　　　167 号

契　

約

人　

事

意
見
書

第２回

定例会
6月19～20日

氏　名
13線11号1番地

北1条1丁目3番2-202号

21線17号5番地

15線18号

24線17号

12線8号6番地

9線1号5番地

11線8号6番地

8線8号3番地

12線7号3番地

14線12号6番地

10線1号3番地

8線11号4番地

北野西3条1丁目1番26号

住　　所
相 澤　峰 基

小 川　一 也

小 原　孝 志

北 村　浩 光

佐々木　辰善

佐藤　美頭雄

鈴 木　英 博

寺 崎　秀 子

畑 山　一 郁

舟 根　　禎

森 脇　豊 仁

山 崎　禎 彦

𠮷 　 本 　　憲

斉 藤　哲 子

■
鷹
栖
町
都
市
計
画
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
よ
る
条
例

整
備
を
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
町
就
学
前
子
ど
も
の
教

育
・
保
育
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施

行
令
の
一
部
改
正
及
び
北
海
道

が
行
う
多
子
世
帯
の
保
育
料
軽

減
支
援
事
業
の
実
施
に
伴
う
条

例
整
備
を
し
ま
し
た
。

■
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
改

築
事
業
工
事
（
本
体
）
契
約

【
金
額
】
７
億
８
９
４
８
万
円

■
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
改

築
事
業
工
事
（
電
気
設
備
）

契
約

【
金
額
】
１
億
３
６
０
８
万
円

■
鷹
栖
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
改

築
事
業
工
事
（
機
械
設
備
）

契
約

【
金
額
】
１
億
３
１
８
６
万
８

千
円

■
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車

購
入
契
約

【
金
額
】
１
７
６
０
万
４
千
円

　
　
　
　
（
第
２
分
団
消
防
車
）

鷹
栖
町
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命

■
ご
み
収
集
塵
芥
車
購
入
契
約

【
金
額
】
１
２
２
４
万
７
２
０

０
円

■
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購

入
契
約

【
金
額
】
２
５
９
２
万
円

　

任
期
満
了
と
新
制
度
移
行
に

伴
い
、
左
表
の
方
の
任
命
に
同

意
し
ま
し
た
。　
　
　
（
14
名
）

■
地
方
議
会
議
員
の
社
会
保
障

制
度
等
の
法
整
備
の
充
実
を

求
め
る
意
見
書

　

町
村
で
は
議
員
へ
の
住
民
の

関
心
の
低
下
や
地
方
議
会
議
員

の
な
り
手
不
足
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
の
幅

広
い
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に

お
け
る
人
材
確
保
を
す
る
た
め
、

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

提
出
議
員　

大
石　

隆

賛
成
議
員　

辻
本　

篤

提
出
先　

衆
･
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官

※
意
見
書
の
全
文
は
、Ｗ
ｅ
ｂ

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
政
に
物
申
す
！

「地方議会議員の社会保障制度等

【３】

意
見
書
提
出



日下　義朗 議員

実
証
実
験
を
通
じ
た
ご
み
の
戸
別
収
集
の
導
入
は

費
用
の
視
点
か
ら
戸
別
は
導
入
し
な
い
（
町
長
）

現
行
制
度
の
活
用
を
進
め
て
い
る
（
教
育
長
）

貧
困
家
庭
の
子
弟
へ
の
教
育
支
援
策
は

Ｓ
Ｓ
Ｗ
制
度
導
入
は
考
え
て
い
な
い
（
教
育
長
）

早
期
「
発
見
・
対
応
」
の
制
度
導
入
を

【４】たかす議会だより　　　　　　　　　167 号

一般質問
　
　
　

証
実
験
を
通
じ
て
他
市

　
　
　

町
で
も
導
入
さ
れ
て
い

る
戸
別
収
集
を
一
部
で
も
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
か
。

　

答
弁　　

戸
別
方
式
は
、
分
別

や
排
出
方
法
の
指
導
を
し
や
す

い
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町

で
は
記
名
式
で
収
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
収
集
の
手
間
な
ど
を

考
え
る
と
集
積
方
式
の
利
点
が

大
き
く
、
費
用
負
担
の
視
点
か

ら
も
、
戸
別
収
集
の
実
施
に
つ

い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

　

質
問　　

高
齢
者
や
障
が
い
を

抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
ご
み
排

出
困
難
者
へ
の
戸
別
収
集
の
導

入
は
で
き
な
い
か
。

　

答
弁　　

基
本
的
に
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
等
で
対
応
で
き
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
対
応
で

き
な
い
場
合
は
、
サ
ン
ホ
ー
ル

は
ぴ
ね
す
に
あ
り
ま
す
「
生
活

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

活
困
窮
者
自
立
支
援
法

　
　
　

に
基
づ
く
生
活
困
窮
者

の
自
立
支
援
策
の
組
織
体
制
お

よ
び
周
知
方
法
、
こ
れ
ま
で
の

支
援
策
の
進
捗
状
況
、
成
果
は
。

　

答
弁　

町
長　　

平
成
27
年
度

に
上
川
総
合
振
興
局
で
は
生
活

上
の
悩
み
や
経
済
的
な
困
り
事

の
相
談
窓
口
と
し
て
、「
上
川

ほ
っ
と
か
な
い
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
26
年
か
ら

「
生
活
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
社
会
福
祉
士
を
配

置
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

困
り
事
に
対
し
て
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
に
よ
り
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
方
々
と
協
力

し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
も
連

携
し
、
共
に
考
え
、
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

質
問　　

一
人
親
家
庭
等
の
貧

困
家
庭
へ
の
給
食
費
無
料
化
等

の
教
育
支
援
策
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　

教
育
長　　

町
の
「
修

学
資
金
」、
道
の
「
公
立
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
」、
国
の
「
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
」
な
ど
、

現
行
制
度
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

　

給
食
無
料
化
は
、
町
の
全
体

の
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
現

在
の
と
こ
ろ
実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

活
困
窮
世
帯
が
抱
え
る

　
　
　
「
困
り
ご
と
」
の
早
期

発
見
と
早
期
対
応
を
図
る
た
め

の
文
科
省
国
庫
補
助
事
業
「
Ｓ

Ｓ
Ｗ
」
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

　

答
弁　　

町
と
し
て
「
Ｓ
Ｓ
Ｗ
」

制
度
の
導
入
は
、
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

※　

Ｓ
Ｓ
Ｗ（
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
と
は

　

教
育
と
福
祉
の
両
面
に
関
し

て
専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
あ

り
、
過
去
に
教
育
や
福
祉
の
分

野
で
活
動
経
験
の
実
績
等
が
あ

る
者
の
こ
と
。
問
題
を
抱
え
た

児
童
生
徒
が
置
か
れ
た
環
境
へ

働
き
掛
け
た
り
、
関
係
機
関
等

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
り
す
る
な
ど
、
多
様
な
支
援

方
法
を
用
い
て
、
課
題
解
決
へ

の
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

実

生

生

サンホールはぴねすにある
「生活福祉相談センター」



片山　兵衛議員

出生数の目標は達成可能か
背景にある要因を分析し判断する（町長）
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一般質問

　
　
　

生
数
と
、「
子
ど
も
・

　
　
　

子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
で
予
測
し
て
い
た
０
歳
児

の
数
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。

計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

　

答
弁　　

29
年
度
が
計
画
の
中

間
年
に
な
る
た
め
、
計
画
全
体

の
検
証
を
行
い
、
見
直
し
に
つ

い
て
も
検
証
し
ま
す
。

　

質
問　　

見
直
し
の
際
に
は

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
も
検
討

し
て
は
。

　

答
弁　　

よ
り
よ
い
子
育
て
環

境
を
作
る
た
め
、
そ
の
よ
う
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

質
問　　

総
合
戦
略
で
は
31
年

度
の
目
標
出
生
数
を
50
人
と
し

て
い
る
が
、
達
成
可
能
と
考
え

て
い
る
の
か
、
訂
正
す
る
の
か
。

　

答
弁　　

年
度
ご
と
に
実
績
を

取
り
ま
と
め
、
評
価
・
検
証
を

進
め
て
い
ま
す
。
数
値
に
と
ら

わ
れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
、
背
景

に
あ
る
要
因
を
分
析
し
、
判
断

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

質
問　　

鷹
栖
町
の
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
つ
な
く
満

遍
な
く
と
い
う
目
配
り
は
う
か

が
え
る
が
、
効
果
が
数
字
上
に

現
れ
て
い
な
い
。
全
力
で
取
り

組
む
意
欲
を
、
見
え
る
形
で
示

す
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

本
町
で
は
中
学
生
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
、
第
２
子

以
降
の
保
育
料
軽
減
な
ど
の
経

済
的
支
援
の
他
、
子
育
て
相
談

室
の
設
置
や
不
妊
治
療
費
の
助

成
、
子
育
て
環
境
や
移
住
施
策

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

質
問　　

高
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
を
無
料
化
し
て
い
る
町
村

も
増
え
て
き
て
い
る
。
費
用
対

効
果
を
考
え
る
必
要
は
あ
る
が
、

検
討
の
余
地
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

答
弁　　

バ
ラ
マ
キ
政
策
と
言

う
と
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
高
齢
者
の
福
祉
施
策

も
重
要
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
質

を
重
視
し
た
取
り
組
み
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

格
差
を
見
極
め
た
上
で
対
応
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

質
問　　

一
時
預
か
り
保
育
は

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
で
は
年
間
１
０
０
件
の

受
け
入
れ
を
見
込
ん
で
い
る
が
、

実
施
実
績
が
年
々
低
下
し
て
い

る
。
28
年
度
は
53
件
の
申
込
み

に
対
し
８
件
の
受
け
入
れ
し
か

で
き
て
い
な
い
。
保
育
士
不
足

が
原
因
と
の
こ
と
だ
が
、
待
遇

改
善
な
ど
解
決
に
向
け
て
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

答
弁　　

今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ

の
変
化
な
ど
も
見
極
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
慎
重
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
大

限
努
力
し
、
年
度
途
中
に
嘱
託

職
員
を
増
員
配
置
す
る
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

保
育
士
確
保
の
た
め
努
力
し
ま

す
。

出

子育て支援センターで開催された「夕涼み会」の様子

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度
40人 37人 38人 36人 37人

27年 28年 29年
43人 29人 31人

（推定値）

「子ども・子育て支援事業計画」における
推計 0歳児数

実際の出生数（29 年は推計値）

※　推計０歳児数は出生数の予想数値に社会
　　変動の要素を加えたものです。



　青野　敏議員

認
知
症
に
対
す
る
総
合
的
な
対
応
策
は

予
防
・
改
善
に
向
け
、
取
り
組
み
し
て
い
る
（
町
長
）
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一般質問
　
　
　

知
症
対
策
に
は
、
予
防

　
　
　

対
策
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
効
果
的
か
つ
有
効
で

あ
り
、
認
知
症
の
方
々
を
地
域

で
見
守
り
、
ケ
ア
す
る
こ
と
は

今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

食
・
運
動
・
知
的
行
動
・
睡

眠
習
慣
、
人
と
の
関
わ
り
な
ど
、

「
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活

習
慣
を
心
掛
け
る
方
策
」
と
、

「
認
知
症
で
落
ち
る
能
力
を
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
鍛
え
る
方
策
」

等
が
有
効
と
の
報
告
が
あ
る
。

　

本
町
の
認
知
症
予
防
対
策
は
。

　

答
弁　　

認
知
症
の
発
症
や
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

予
防
か
ら
改
善
ま
で
と
い
う

観
点
で
は
、
運
動
や
調
理
実
習

な
ど
の
認
知
症
予
防
教
室
や
、

生
活
総
合
機
能
改
善
機
器
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
エ
ル
ダ
ー
シ
ス
テ

ム
） 

を
取
り
入
れ
た
脳
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
北
野
地
区
に
開
設
さ

れ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
倶
楽
部

「
コ
レ
カ
ラ
」
に
お
い
て
、
運

動
と
同
時
に
脳
の
活
動
を
活
発

化
す
る
体
操
（
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
） 

を
取
り
入
れ
た
認
知
症
予

防
対
策
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※　

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
と
は

　

運
動
と
計
算
や
し
り
と
り
な

ど
課
題
を
組
合
せ
た
も
の
。

　

質
問　　

早
期
に
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
、
認
知
症
の

発
症
を
防
ぐ
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

検
査
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

Ｍ
Ｃ
Ｉ
検
査
は
、
平

成
27
年
度
か
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
通
年
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

検
査
は
15
分
程
で
あ
り
、
春

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
企
画
に

も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
誰
も
が

気
軽
に
テ
ス
ト
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

質
問　　

認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
と
理
解
を
持
ち
、
認

知
症
の
人
や
家
族
に
対
し
て
、

で
き
る
範
囲
の
手
助
け
な
ど
の

支
援
を
す
る
活
動
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
認
知

症
の
方
や
家
族
を
支
援
す
る
役

割
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

共
生
型
の
地
域
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必

要
で
す
。
認
知
症
の
方
を
地
域

住
民
が
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
支
援
策

の
一
つ
と
し
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
養
成
講
座

を
実
施
し
、
３
年
間
で
約
３
５

０
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
を
対
象
に
し
た
講
座
な
ど

も
計
画
し
、
誰
も
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認

認知症に関するパンフレット。
サンホールはぴねすで入手できます。



　大石　隆議員

商工業者等の活性化を図る支援は
地元購買力の向上、企業立地・創業支援に努めていく（町長）
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一般質問

　
　
　

口
減
少
対
策
、
働
く
場

　
　
　

所
の
確
保
策
と
し
て
、

色
々
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
地
域
経
済
の
回
復
が
感
じ

ら
れ
な
い
。

　

旭
川
市
な
ど
へ
の
購
買
力
の

流
出
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少
、

経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
が

い
な
い
こ
と
に
よ
る
休
廃
業
で

の
空
き
店
舗
の
増
加
、
深
刻
な

労
働
力
不
足
に
よ
る
事
業
の
断

念
な
ど
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

　

各
種
助
成
事
業
の
利
用
状
況

と
、
さ
ら
な
る
中
小
企
業
支
援

策
へ
の
考
え
は
。

　

答
弁　　

新
規
開
業
等
支
援
事

業
は
、
平
成
26
年
度
以
降
３
件

の
新
規
開
業
、
５
件
の
店
舗
改

修
、
今
年
度
も
１
件
の
新
規
開

業
の
申
請
予
定
で
す
。

　

販
売
活
動
促
進
事
業
は
、
平

成
28
年
度
に
８
事
業
者
、
雇
用

促
進
対
策
事
業
は
２
事
業
者
で

４
名
の
町
民
雇
用
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
特
別
融
資

制
度
で
「
利
子
助
成
」、「
保
証

料
の
全
額
補
助
」
も
行
い
、
商

工
業
者
の
経
営
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

質
問　　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
そ
の
期
間
の
町
内
消
費
は

高
ま
る
が
、
さ
ら
に
独
自
の
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

答
弁　　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
期
間
終
了
後
の
継
続
し
た

購
買
力
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

部
分
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、

販
売
活
動
促
進
事
業
を
利
用
し
、

町
外
か
ら
も
客
を
呼
び
込
む
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
事
業
所
も

あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
に
向
け
て

商
工
会
と
も
協
議
し
検
討
し
ま

す
。

　

質
問　　

雇
用
創
出
の
た
め
に
、

ブ
ラ
ン
ド
創
造
へ
の
支
援
や

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
賃
貸
物
件

の
賃
料
助
成
な
ど
、
起
業
・
創

業
し
や
す
い
環
境
へ
の
助
成
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

　

答
弁　　

商
工
業
等
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、
企
業
立
地
や
雇

用
創
出
は
重
要
で
す
。

　

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
や
賃
貸
物

件
の
賃
料
助
成
な
ど
、
制
度
の

拡
充
も
検
討
し
、
国
や
北
海
道

の
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
企
業

立
地
・
創
業
支
援
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

質
問　　

市
街
地
の
空
き
店
舗

の
解
消
に
向
け
助
成
対
象
の
業

種
の
見
直
し
は
。

　

国
の
通
年
雇
用
助
成
金
が
71

万
円
で
あ
る
。
町
の
雇
用
促
進

対
策
事
業
の
助
成
金
を
36
万
円

か
ら
増
や
し
て
は
。

　

雇
用
促
進
対
策
事
業
は
、
雇

用
保
険
の
加
入
要
件
が
あ
る
が
、

「
労
働
者
が
常
時
５
人
未
満
の

個
人
経
営
の
農
林
水
産
事
業
」

に
つ
い
て
は
雇
用
保
険
へ
の
加

入
が
任
意
の
「
暫
定
任
意
適
用

事
業
」
と
な
る
。
こ
の
事
業
所

に
も
助
成
金
を
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　

答
弁　　

見
直
し
や
拡
充
も
含

め
て
、
今
後
検
討
し
ま
す
。

人

鷹栖地区商店街の様子
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第
４
回
臨
時
会

議会のうごき 2017.5.1 ～ 2017.7.31

●全体
　・議員協議会　　５月22日
　　　　　　　　　７月７日・27日
　・第４回臨時会　５月30日
　・第２回定例会　６月19日
　・全道町村議会議員研修会　７月４日

●総務文教常任委員会
　・委員会　５月26日
　　　　　　６月６日
　・町内所管事務調査　７月７日

●経済福祉常任委員会
　・委員会　５月26日
　　　　　　６月５日
　・町内所管事務調査　７月７日

●広報広聴常任委員会
　・委員会　６月19日
　　　　　　７月６日・14日・24日

●議会運営委員会
　・委員会　６月８日

●議会活性化委員会
　・役員会　７月24日
　・委員会　７月27日

●議会議員定数等調査特別委員会
　・委員会　６月19日
　　　　　　７月28日

補　正　額

一　般　会　計

内　訳 土木費 メロディー団地Ｒ３火災復旧工事

国民健康保険

補　正　前　の　額 補　正　後　の　額

388万8000円

388万8000円

△2812万円

55億3700万円

9億8534万8000円

55億4088万8000円

9億5722万8000円

５
月
30
日
（
火
）

○
債
権
放
棄
の
報
告

　

時
効
消
滅
に
よ
る
債
権
放

棄
で
す
。

○
平
成
28
年
度
鷹
栖
町
一
般

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処

分
の
承
認

　
○
鷹
栖
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

内
容
は
、
国
保
税
税
率
の

引
上
げ
、
軽
減
措
置
対
象
者

の
拡
大
な
ど
で
す
。

○
平
成
29
年
度
鷹
栖
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
29
年
度
鷹
栖
町
国
民

健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　

主
な
も
の
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

７
月
４
日　

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

現
在
の
日
本
経
済
は
、
実
質

成
長
は
見
込
ま
れ
ず
企
業
間
合

併
が
加
速
す
る
な
ど
良
い
方
向

に
は
進
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、

海
外
で
は
米
国
・
欧
州
と
も
に

自
国
優
先
的
考
え
が
続
き
不
透

明
な
状
態
で
あ
る
。

　

我
が
国
の
地
域
経
済
を
考
え

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
新
し

い
発
想
力
、
若
者
が
地
域
に
残

る
魅
力
づ
く
り
、次
世
代
の
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
地
域
経
済
の

重
要
性
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 　

東
京
都
議
選
の
結
果
か
ら
も

安
倍
長
期
政
権
に
対
す
る
不
満

反
発
が
見
え
た
。
自
民
党
総
裁

任
期
延
長
を
決
め
た
こ
と
で
憲

法
改
正
を
考
え
て
い
る
が
２
０

１
５
年
の
安
全
保
障
関
連
法
の

成
立
、
今
回
の
テ
ロ
等
準
備
罪

法
の
強
行
採
決
で
も
国
民
の
多

く
が
説
明
不
足
、
拙
速
と
の
思

い
が
あ
る
中
で
今
後
、
無
党
派

層
（
約
40
％
）
を
含
め
た
国
民

全
体
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し

時
間
を
か
け
国
民
理
解
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
日
本
経
済

　

―

地
域
経
済
へ
の
影
響
は
？
」

慶
応
義
塾
大
学　
　
　

教
授　

金
子　

勝　

氏
「
日
本
政
治
の

　
　
　
　

昨
日
・
今
日
・
明
日
」

日
本
放
送
協
会
解
説
委
員

副
委
員
長　

島
田　

敏
男　

氏

講
師

講
師
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■
認
定
こ
ど
も
園

た
か
す
円
山
幼
稚
園

　

４
月
よ
り
、
幼
稚
園
に
保
育

園
の
機
能
を
併
せ
た
認
定
こ
ど

も
園
に
な
り
ま
し
た
。
１
歳
か

ら
登
園
で
き
、
働
く
保
護
者
は

安
心
し
て
預
け
ら
れ
ま
す
。

　

総
額
約
１
億
２
３
０
０
万
円

の
う
ち
、
町
は
約
２
５
０
０
万

円
を
補
助
、
５
月
現
在
、
３
歳

未
満
児
18
名
を
含
む
１
４
６
名

を
受
入
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児

と
保
護
者
の
遊
び
・
相
談
・
交

流
の
場
と
し
て
子
育
て
支
援
室

も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鷹
栖
町
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
育
つ
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

■
ぬ
く
も
り
の
家

た
か
ほ

　

５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会
が
運

営
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
。
町
は
約
１
億
８
２
０
０

万
円
を
補
助
。

　

今
回
は
併
設
す
る
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
倶
楽
部
「
コ
レ
カ
ラ
」
を

中
心
に
視
察
し
ま
し
た
。
主
に

60
歳
以
上
の
方
の
健
康
の
向
上

を
目
指
し
、
全
道
初
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
機
器
を
揃
え
、
理
学
療

法
士
に
よ
る
専
門
的
な
指
導
も

あ
り
ま
す
。

　

町
民
が
元
気
で
い
ら
れ
る
こ

と
は
、
介
護
保
険
の
費
用
を
抑

え
る
ば
か
り
で
な
く
、
明
る
い

町
づ
く
り
の
大
き
な
力
と
い
え

ま
す
。

■
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

　

27
年
度
か
ら
28
年
度
に
か
け

て
国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
増

強
工
事
が
行
わ
れ
、
事
業
費
総

額
は
約
６
億
円
。
29
年
６
月
に

は
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

籾
擦
調
整
装
置
を
２
基
か
ら

３
基
に
増
や
し
、
遠
赤
式
循
環

型
乾
燥
機
や
調
整
タ
ン
ク
を
新

た
に
導
入
。
こ
の
ほ
か
、
粗
選

機
、
計
量
機
、
搬
送
機
、
全
自

動
式
自
主
検
査
装
置
、
フ
レ
コ

ン
計
量
機
な
ど
が
更
新
・
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　

供
給
体
制
の
強
化
に
よ
り
、

米
需
要
の
維
持
・
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■
他
の
調
査
箇
所

　
そ
よ
か
ぜ
団
地
Ｃ
・
Ｄ
棟

　

昭
和
50
年
、
54
年
に
建
設
さ

れ
た
も
の
が
約
１
億
８
千
万
円

の
予
算
で
建
替
え
さ
れ
ま
し
た
。

２
棟
計
８
戸
で
す
。

鷹
栖
小
学
校
プ
レ
イ
ル
ー
ム

　

ト
イ
レ
と
共
に
改
修
さ
れ
明

る
く
な
り
ま
し
た
。

鷹
栖
町
農
業
振
興
公
社

　

28
年
３
月
に
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
工
場
の
充
填
機
と
洗
瓶
機
な

ど
が
改
修
さ
れ
ま
し
た
。

水
稲
疎
植
試
験
ほ
場

　

疎
植
栽
培
と
は
、
株
間
を
広

げ
て
栽
植
密
度
を
下
げ
る
栽
培

法
で
す
。
水
稲
生
育
状
況
の
説

明
に
よ
る
と
調
査
日
時
点
で
平

年
よ
り
３
日
遅
れ
と
の
こ
と
で

し
た
。

パ
レ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ

　

29
年
の
春
か
ら
利
用
開
始
し

た
管
理
棟
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

災
害
対
応
箇
所

　

28
年
の
台
風
被
害
か
ら
復
旧

し
た
箇
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

事業の成果をこの目で確認！事業の成果をこの目で確認！
総務文教・経済福祉常任委員会　合同町内所管事務調査

【９】

　平成29 年7 月7 日（金）に町内所管事務調
査を行いました。今年度は両常任委員会合同
での開催。

　町内各所を回り、各担当課職員の説明を受
けながら現地を確認しました。

増築された認定こども園

レッドコードの体験



【10】たかす議会だより　　　　　　　　　167 号

アンケートにご協力ください！
議員の定数等に関するアンケートを折り込んでいます！回答お願いします。

町名 鷹栖町 東神楽町 当麻町 比布町 愛別町 上川町 東川町 美瑛町
人口（H28.7.1） 7,157 10,384 6,694 3,852 3,056 3,854 8,116 10,409
議員定数（人） 12 12 10 9 9 11 12 14
月額報酬（円） 165,000 163,000 170,000 163,000 158,000 179,800 176,000 181,000

　鷹栖町の議員定数

　会議日数など

　近隣町村との比較

　議会の役割

　鷹栖町の議員定数

　会議日数など

昭和 22 年～昭和 53 年 22 名
昭和 54 年～昭和 61 年 20 名
昭和 62 年～平成 14 年 18 名
平成 15 年～平成 18 年 16 名
平成 19 年～ 12 名

　近隣町村との比較

　議会の役割

　鷹栖町議会では、平成27 年第４回議会定例
会において鷹栖町議会議員定数等調査特別委員
会を設置し、議員定数について協議を行ってい
ます。
　今後、町民の皆様のご意見やご要望を参考に
して、さらに検討を進めていきたいと考えてい

議会とは
住民の福祉向上を目的として、住民を代表する
公選の議員をもって構成される地方公共団体の
意志決定機関です。

　議員定数は条例で定めています。
　法律による人口規模に応じた上限の規定は、
平成23 年に撤廃されました。
　鷹栖町議会の議員定数の変遷は右図の通りで
す。

議会の使命
○地方公共団体の具体的施策を最終的に決定し
ます。
○執行機関（町行政）が行う行財政の運営や事務
処理、事業の実施がすべて適法・適正、公平
　・効率的に、かつ民主的になされているかを
監視します。

　議会の会議日数は左表を参考にしてくだ
さい。
　全員が参加ではないものもありますが、
この他に議会活性化委員会などの会議も
行っています。
　これらの会議とは別に議員個人の活動も
あります。

ますので、今回の議会報「孔雀草」に折り込み
のアンケートにご協力いただきますようお願い
します。
　郵送（切手不要）またはＦＡＸでご回答くだ
さい。メールの場合は必要事項をご記入の上、
議会事務局まで送信してください。

区 分 会議日数
定 例 会 33
臨 時 会 14
常 任 委 員 会 7
議 会 運 営 委 員 会 5
議 員 協 議 会 7
広報広聴常任委員会 16
そ の 他（ 研 修 等 ） 5
合 計 87

備　　考
関連委員会を含む

特別委員会を含む

平成28年 4月1日～29年 3月31日



今後もたくさんの町民の方の笑顔をお届

けできるような表紙を目指していきたい

と考えています。

今号９ページの町内所管事務調査のレポ

ートでは、28年度事業で改修された町

内施設などを紹介しています。

今後も町の取り組みを積極的に紹介して

いく考えです。

　地域の皆さまと町議会議員が顔と顔を合わ
せ、議会に対する意見や提言などをお聞きし、
これからの鷹栖の町づくりに活かしていこう
という目的のもと、毎年開催しています。
　議会、子育て、福祉、健康、農林業、商工業、
教育など自由なご意見をお聞かせください。

※　小団体やサークルで開催希望がありまし
たら、お気軽にご連絡ください。

　平成 28 年度決算審査があり、
町のお金がどのように使われた
のかチェックを行います。
　多くの方の傍聴をお待ちして
います。

条例改正については今回は縦書きに戻し

ました。見やすい形を目指して試行錯誤

を続けたいと考えています。

【表紙について】
・笑顔の写真がよい。知っている人だとなお
手に取って見たくなる。
・カラーだったり、人がいっぱい写っている
と知り合いがいないかな、と探すのが楽しく
なると思います。

【どのような記事があれば読んでみたくなり
ますか？】
・助成を受けている団体などの紹介
・子育てに関する特集
・町内施設の活用など

20ページの条例改正の部分、字が混みあっ
ていて読みづらい。他のページのような縦書
きで太字・細字を使った方が見やすい。

お知らせ

平成 29年第３回定例会は
9 月 12日（火）～ 14日（木）

※予定は変更となる場合があります。

　

◎お問い合わせ
　　　　　　鷹栖町議会事務局　☎ 87-2111

８月に開催2017

北野地区
８月23日（水）18:30～

北野地区住民センター

北斗地区
８月29日（火）18:30～

北斗地区住民センター

中央地区
８月30日（水）18:30～

中央地区住民センター

北成地区
８月31日（木）18:30～

北成地区住民センター

鷹栖地区
９月１日（金）18:30～

鷹栖地区住民センター

鷹栖町議会活性化委員会　主催

【11】 たかす議会だより　　　　　　　　　167 号

モニターのみなさんの声
　議会報「孔雀草」166 号に対するモニターの
方からのご意見の一部をご紹介します。
　今回からモニターの方が新しくなりました。



【12】

平成29年度の介護保険の補正前の
額の７の数は○個。
　
新しい消防車は第○分団に配置され
た。

北野地区に出来たフィットネス倶楽
部の名称は「○○○○」。

《応募方法》
クイズの答え・住所･氏名･年齢をお書きのうえ、
郵送、FAX、Eメールでご応募ください。
孔雀草を読んだ感想や、議会へのご意見等も
お書き添えいただければ幸いです。
全問正解者の中から抽選で３名の方に商品券
1,000円分をお送りします。(当選者の発表は発
送をもって代えさせていただきます。)前回は
10名の方にご応募いただきました。ありがとう
ございました。
《あて先》
　〒071-1292
　鷹栖町南１条３丁目　議会事務局 宛
　FAX 0166-87-2196　
　　　gikai@town.takasu.lg.jp
《しめきり》
　平成29年８月31日 消印有効

【個人情報の取り扱いについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ご記入いただきました個人情報は、賞品発送とそれにかかる業務のみに利用します。

くじゃくそ うくじゃくそ う ク イズク イズ

○に当てはまる言葉を入れてください。
次の問題に答えよう

ヒント
この議会だより「孔雀草」の中に答えがあるので、探してみてね。

１．問

２．問

３．問

鷹
栖
町
議
会

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

〒071-1292

北
海
道
上
川
郡
鷹
栖
町
南
１
条
３
丁
目
５
番
１
号

TEL 0166-87-2111
FAX 0166-87-2196

　
　

gikai@
tow
n.takasu.lg.jp

■　わたしの一言　■
「鷹栖町の行政サービス」

「転ばぬ先の杖」

絹笠　浩 さん
（共和町内会）

岩瀬　巧さん
（北野西町内会）

　私は視力が悪く更に足腰に痛みも
あり歩くことが億劫で特に冬は家にこ
もりがちでした。義妹から北野にす
ばらしい運動施設が出来たからと誘
われ重い腰をあげてフィットネス倶楽
部「コレカラ」を訪ねました。明る
い施設内に色々な器具が並んでいて
皆さんが、理学療法士の先生やサ
ポートさんの指導で和気あいあいと
楽しそうにトレーニングしていました。
体を柔軟にする器具、筋力を強くす
る器具等があり、先生が親切丁寧に
説明をしてくれ私の運動能力を評価
し私に適した運動量を設定指導して

頂きました。予想以上に体の硬さ筋
力の弱さに只々驚きでした。トレー
ニングを始めて日が浅いので効果は
未だ解りませんが継続する事で少な
くとも現状維持は出来そうです。高
齢者の大敵は転倒です。トレーニン
グする事で転倒予防にもなるので
は？ほかにもレッドコード教室、リハ
ビリ体操教室もあります。運動の苦
手な方、是非すばらしい施設を活用
して自分に合ったトレーニングで能
力を高めてみませんか。
　私も老化防止の為に無理せず頑張
ります。

　私がこの町に生まれ58年が経ちま
した。
　本当に暮らすにはのどかで、行政
サービスについても近隣と比較して
もかなり充実しており住みやすい町
だなと実感しております。
　福祉サービス、ごみ分別、道路・
橋など傷んで来たなと思ったら改修
工事に取り組み、除雪はどこよりも
早くきれいに整備されています。ま
た、住民センターあるいはもう少し
小さな単位で会合を開く場合、要請
に応じて役場職員が曜日・時間帯に
関係なく同席し、アドバイスしてくれ
ます。いくら公務員とはいえ本当に

感謝しています。
　私のように以前から居住している
者は、日頃から何の不満もなくこの
地に暮らしております。このため、
町づくり懇談会に出席しても特段意
見もありませんが、鷹栖へ移住して
きた方々は他地区の行政を見て来て
いるせいかいろんな意見を述べ、勉
強になるなと感じています。
　私も数年したら今の仕事を退職し
第２の人生を鷹栖町にお世話になる
年代となります。今までの様に人任
せで暮らすのではなく、私自身が町
行事・イベントに参加し楽しく暮らせ
る様努力して行きます。
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